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１ コシヒカリの２回目穂肥の施用 

・今夏も、高温になることが予想されています。 

・２回目穂肥は、高温に負けない登熟をすすめるため

に必要な肥料です。倒伏への影響はありません。出

穂10日前（１回目を遅らせて施用した場合は、１回目

施用の７日後）をめやすに、確実に施用してください。 

・葉色が濃く、１回目の穂肥施用を控えた場合でも、２

回目穂肥は必ず規定量を施用しましょう。また、葉色

が淡い場合は、増肥を検討しましょう。全量基肥体系

の場合でも、葉色が淡い場合には出穂 10 日前の追

肥を検討しましょう。 

・さらに出穂３日前にも葉色を確認し、葉色が淡い場

合はただちに追肥しましょう。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 斑点米カメムシ対策 

・現在、柏崎管内の予察調査で斑点米カメムシ類

が多数確認されており、斑点米の多発生が懸念

されています。生息地となる農道や畦畔、水田内

の雑草を除去して、適期に薬剤防除を実施しま

しょう。 

 

１回目 

（出穂18日前） 

○ コシヒカリの２回目穂肥の施用時期になりました。後期栄養

の確保のため、必ず施用しましょう！さらに葉色に応じて、

３回目穂肥も検討してください。 

〇 斑点米カメムシ注意報発令中！今年は例年以上にカメムシが

多発生しています。防除の徹底を！ 

 

７月15日 20日 25日 ８月１日 5日 

草丈・葉色に応じて
遅め・控えめ 

２回目 

（出穂10日前） 

必ず施用する！ 
全量基肥体系も 

葉色に応じて施用 

葉色の低下が 
みられたら 

ただちに施用   
 

３回目 

（出穂３日前） 

出穂 
（8/4頃） 

２・３回目の穂肥は 

高温下での登熟 

（デンプン蓄積）に 

重要です！ 

令和5年産JAえちご中越かしわざき管内 

コシヒカリのタンパク質含有率分布図 

 

 
[食味が保たれる上限] 

  6.5% 

昨年のような高温条件の場合、 

現状の穂肥量では栄養不足です。 

メヒシバ 

クモヘリカメムシ ホソハリカメムシ 

アカヒゲ アカスジ 

カスミカメ 

写真出典：新潟県農業総合研究所作物研究センター 

カメムシのエサとなる、イネ科雑草の穂を減らしましょう。 

※草刈りは稲の出穂前まで！ 

施用量は、稲作だよりNo.6のめやすを参考に判断して下さい 


